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芣 苢 

つる細工づくりを楽しむ人たち
　里山の荒廃の一つにフジやアケビなどの蔓植
物の繁殖がある。クヌギやコナラ、ヤマザクラ
などの大木に巻き付き、やがては枯らしてしま
う。これらの蔓を用いて篭などを編む「つる細
工の会」を毎年秋に行っている。いつもこの行
事は大人気だ。

表紙の写真











５月　魚釣り
　　川原に生えている竹を取り、まずサオを作ります。糸を結ぶのが大変。やっと完成、
いざ出陣。釣果はいかに。　

6月　ミゾコウジュの観察　育成
　　日本で稀少種になってしまったミゾコウジュを見に行きました。シソ科のどこにでも
ありそうな草です。これが絶滅寸前なんて・・・。川原を掘り返し、種まきをしました。
来年ふえていたらいいな

茶色の穂状のがミゾコウジュ

たくさん芽を出せよ

河原の竹で竿づくり

釣り場に向かっていざ出陣 釣れたかな

河原を掘り返して攪乱
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大きな網を持って

こんなに捕れたよ

７月　アミ、モンドリで魚獲り　　
　　アミをもっていざ川の中へ。モンドリも仕掛け、水の中をガサガサ、ゴソゴソ。取れ
た、とれた　フナ、モロコ、カワムツ、ヌマエビ、ザリガニなど、いっぱいゲット。やっ
たぜ

8月　基地づくり
　　夏休みの 3日間、見つかりにくい川原に集まり、秘密基地作りをしました。竹を切っ
て橋をかけ、ササ部屋を作りました。木には見晴らし台をつくり、ﾌﾞﾗﾝｺをかけ、イカダ
を川に浮かべました。楽しかったなあ。

川で魚をすくう

橋を架けました

竹の筏に乗って

大きな木の上に見晴台
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クリを焼いて食べました

9月　樹木調べ
　　みんなで川原に木を見回り、木の特徴をまとめます。そして、1人 1本発表します。
ちょっとドキドキする瞬間です。川原で見つけた栗の実を焼いて食べました。

10月　上流探検
自転車に乗って上流に向かいます。川原の様子の違いや植物の変化などに気をつけ

て観察しました。途中で鬼ごっこや石なげなどで遊びました。

11月　竹の間引き　竹細工
　　広瀬児童公園にある竹林に入り、竹の間引きをしまし
た。何年か続けると竹のみきが少しづつ太くなってきま
す。よい竹ばやしになって欲しい。出た竹で弓や矢、笛
などを作り遊びました。

12月　1月　タコ作り
　　好きな絵をかき、竹ヒゴをくみ上げてたこを作りまし
た。50コ連なった連ダコ、大ダコなどいろいろ揚げて遊
びました。寒いのでブタ汁もおいしかった。

途中では鬼ごっこも

こんな石を見つけたよ

自転車で上流へ

みんなで河原の木を観察

木の特徴を子細に調べる
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ヨウヨウができたよ

どこまで飛ぶかな

大きな凧も見事に揚がりました

豚汁もおいしい

竹を切り出す

50個もの連凧
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奥の谷モデル地区における里山保全施策の検討

～H17年度「自然環境保全活用調査その4」報告書より抜粋～

　本調査では平成14年度より、嶽山および奥の谷モデル地区における里山保全活用のための将
来プランを検討してきた。本年度は、富田林市「緑の基本計画」策定に向けて、これまでの調
査結果を踏まえ、里山保全施策の検討と提案を行う。

１.奥の谷に適した保全施策の検討
・土地の利用規制について

→　現在は緑を保全するための規制がまったくないため、樹木伐採時の届出や土地
　　の形質変更の禁止等を定めた土地の利用規制を図る必要がある。

・保全するべき土地の担保について
→　土地の所有者が保全を望んでも、その奨励方策やメリットがないため、税の減
　　免、管理費や奨励金の交付、市による買取等の施策導入を行うことが望まれる。
　　また、相続が発生した際の対応を検討し将来的な保全の継続を図るべきである。

・保全管理の体制
→　所有者の高齢化や不在地主、管理コストの面等から、里山の樹林や田畑を適切
　　に管理する人材が不足しており、早急な体制整備が求められる。さらに、日常
　　の維持管理や利用者指導、市民への情報提供を行う体制も必要とされる。

２.緑の基本計画策定に向けた施策提案

　1）保全施策の概要

・里山保全のための規制区域の設定
良好な雑木林がある区域や希少な動植物の生育する場所、防災面から樹林保全が必
要な急傾斜地などについて、一定面積の伐採・開発の届出、土地の形質変更の禁止
などの規制を行うことにより、良好な里山環境の保全を図る。

・協定や覚書等による保全地の担保
　 保全するべき里山の所有者と「富田林の自然を守る市民運動協議会」（以下「協議

会」、および富田林市の三者で、里山の保全活用についての協定、覚書、借地契約等
を締結し、森林管理や利用方法を検討・実施する。現在、「富田林の自然を守る会」
と一部の地権者との間で、里山の保全活用に係る土地の使用について覚書が交わさ
れているが、より信頼性を高め公共的な目的を明確にするため、行政が介在するこ
とが重要である。

・規制区域の土地所有者への優遇措置
　 里山保全の奨励策として、規制区域の土地所有者に対して都市計画税、固定資産税

等の減免や、奨励金・管理費の交付、借地料、緊急時・限定的な買い取り等の優遇
措置を導入し、保全施策を促進する。

　・自然環境の再生（ビオトープづくり）
造成等により、もとの自然環境が失われた箇所については、その箇所の環境条件
（残された植生、立地、水供給、人の立ち入り等）を考慮しながら、できるだけもと
の自然環境に近いビオトープ（生きものの生息地）づくりに取り組んでいくことが
望ましい。

・市民農園の整備
　「大阪をたがやそう特区」における特定農地貸付事業の特例措置を活用し、農地所
有者もしくは協議会が市民農園を整備する。奥の谷の田畑だけでなく、所有者によ
る管理が困難な果樹園や、南原の休耕田、造成地跡の果樹園（クリ園）なども市民
農園化することが考えられる。
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・里山林や田畑の管理体制の整備
インストラクターの常駐などの日常の管理体制を整えるとともに、森林管理を行う
人材育成（講座等）とボランティアの組織化をすすめ、里山林の維持管理作業や訪
れる市民に対する自然ガイド等を行う。

・協議会によるトラスト基金および会員募集
　 協議会から市民への呼びかけを行い、緊急時（相続発生時等）の土地買い取りに対

応するトラスト基金を設置する。また会員参加を呼びかけて、その会費収入により、
継続的な管理体制の整備（管理作業の受託、インストラクター雇用等）を進める。

・「（仮称）里山の保全・管理・運営に関する要綱」の制定
　 以上のような保全施策を展開するために、モデル地区について「富田林市環境保全

と向上に関する基本条例」にもとづ「（仮称）里山の保全・管理・運営に関する要
綱」を定めることをめざす。

2）具体的な施策対象地の検討  （別図「緑の基本計画策定に向けた里山保全施策の提案」参照）　

Ⅰ　「（仮称）里山の保全・管理・運営に関する要綱」の対象区域
約　３７ha   （一定面積の開発や伐採の届出義務等）
…　奥の谷および南原の谷地をはさむ両側の尾根の範囲　（南原より東側の区域は

　　　　里山の現況について未調査であるため、今後の調査を待って施策検討を行う必要がある。）

Ⅱ　借地契約等による土地の担保
…　里山保全作業の拠点となっている作業小屋と広場

（今後、南原での里山保全の取り組みが進められれば、南原の入口付近の造成跡畑地

なども、活動拠点として土地を担保することが望まれる。）

Ⅲ　覚書や協定締結による保全管理の実施
…　既存の里山保全作業地、および今後の作業予定地

Ⅳ　保護区域の設定（開発禁止、土地の形質変更の禁止、保全管理の実施等）
…　貴重な植物（ショウジョウバカマ、ササユリ、ヌマトラノオ等）の生育地
…　歴史文化資源（古墳、石塔等）の周辺樹林

Ⅴ　自然再生区域（ビオトープづくり）
…　造成等によって失われた自然環境の再生が望ましい箇所

　　Ⅵ　市民農園の整備
…　休耕田、および所有者による管理が困難な畑地・果樹園

　　Ⅶ　 土地所有者への管理費補助
…　所有者による手入れがされている耕作地、果樹園等

　　Ⅷ　土地利用の規制
…　上記Ⅰ～Ⅵ以外の対象区域

　（将来的には所有者の了解を得てⅡ～Ⅵの保全施策を展開する。）

　　Ⅸ　自然観察路
…　インストラクター等による巡回管理、自然ガイド
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３.里山保全施策の事例

　施策検討にあたっては、本市の施策における嶽山､奥の谷の位置づけ、および緑関連施策を参
考とし、里山保全に関わる施策について全国の事例を文献調査した。

事例－１　「市民の森(千葉市）」

自治体名

目的

施策名

指定箇所、面積

事例－２　「民有緑地指定」

自治体名

目的

施策名

指定箇所

事例－３　「野生動植物保護地区」

自治体名

目的

施策名

指定箇所、面積

事例－４　「保護地区」

自治体名

目的

施策名

指定箇所、面積

事例－５　「緑地保全地区」

自治体名

施策名

事例－６　「オアシスの森づくり事業」

自治体名

目的

施策名

指定箇所、面積

事例－７　「山城町サン・フォレスターの森」

自治体名

目的

施策名

指定箇所、面積

山城町サン・フォレスターの森

1ヶ所　12ha

2ヶ所　34.5ha

京都府相楽郡山城町

人手の入らなくなった山の整備、都市住民と地域住民との地域間交流

①自然景観保護地区　②歴史的文化的保護地区　③生活環境保護地区

愛知県名古屋市

公園・緑地としての都市計画決定後、事業化が進まず整備されていないところ
を、借地手法を活用し、市民参加による良好な樹林の保全と育成を図りながら
の早期供用を目的とする。

オアシスの森づくり事業

2ヶ所　1.4ha

千葉県柏市

埼玉県北本市

良好な自然環境の保全

保護地区

千葉県市原市

学術上貴重な動植物の生息地の保全

野生動植物保護地区

2ヶ所　1.76ha

東京都町田市

市民に潤いのある住環境を提供し、緑豊かな環境を将来に引き継ぐ

民有緑地

32ヶ所

自然環境の保全を図り、市民のいこいの場としての利用。災害防止の場。

千葉市市民の森設置事業

13ヶ所　35.4ha

千葉県千葉市
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事例－８　「森林公園計画」

自治体名

目的

施策名

指定箇所、面積

事例－９　「みどり基金」による緑地保全

自治体名

目的

施策名

指定箇所、面積

事例－１０　「加治丘陵さとやま計画」

自治体名

目的

施策名

事例－１１　「みどりの町づくり基金」による買い上げ保全

自治体名

目的

指定箇所、面積

事例－１２　岸和田市「環境保全条例」

・自然環境保全関連条例検討会 里やま自然の重要性を位置づけ

・「自然環境保全区域」の指定 建築等の行為届出、指導、助言、勧告等

事例－１３　高知市「里山保全条例」

・里山保全の基本理念 市民参加を中心とした自然環境の保全と回復を図ること等

・「里山保全地区」の指定 面積10㎡を超える建築等の行為届出等

事例－１４　東京都日野市「緑地信託制度」

・緑地信託等に関する条約
土地所有者と信託法による緑地の不動産信託契約、地上権の
設定、賃貸借、使用貸借、土地管理の委任等の契約を結び緑
地保全を図る

・土地管理の委任契約
年に1～2回の下草刈り作業。土地所有者には、固定資産税、都
市計画税の減免か、税とT同等額の借地代が支払われる。現在
20ヶ所、5.5ha。

事例－１５　横浜市「緑の保全と創造」施策

・「緑の環境をつくり育てる条例」

・「首都圏近郊緑地保全法」に基づく「緑地保全区域」「緑地特別保全地区」の指定

・「都市緑地保全法」に基づく「緑地保全地区」の指定

・市民の森　　・ふれあいの樹林　　・緑地保存地区　　・開発に伴う協定緑地

埼玉県新座市

カタクリ、イチリンソウなどの植物を含む斜面林の保全

1ヶ所　3.3ha

・風致地区　　・公開市有緑地　　　・「恵みの里」　　　　・「横浜ふるさと村」　　　　・都市公園

埼玉県入間市

宅地・霊園開発等を抑制し、里山自然の保全をはかる

里山計画（入間市加治丘陵保全活用計画）

神奈川県藤沢市

市街地の中で大規模に残されている緑地、その自然環境の保全のため

緑地保全

17ヶ所　15.7ha

武蔵野の雑木林の保全と市民による利用

森林公園計画

1ヶ所　45ha

埼玉県川越市

　参考文献： （財）日本自然保護協会報告書第93号「里やまにおける自然とのふれあい活動」2002/8
関東弁護士会連合会「里山保全の新たなる地平をめざして」2004/9
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活動紹介）活動紹介）活動紹介）活動紹介）活動紹介） 特定非営利活動法人　里山倶楽部特定非営利活動法人　里山倶楽部特定非営利活動法人　里山倶楽部特定非営利活動法人　里山倶楽部特定非営利活動法人　里山倶楽部

　里山倶楽部は、「好きなことして、そこそこ儲けて、
いい里山をつくる」をコンセプトとして、里山の保全管
理や環境教育に関するさまざまな事業を行なっていま
す。会員は約350 名。毎月1 回の定例活動日の他に、次
のような活動があります。その中の「とんびくらぶ」で
は、龍泉寺近くの果樹園で里山初心者が楽しみながら草
刈りなどの手入れや果物の収穫などを行なっています。

　連続講座
　　●里山の学校（里山基礎講座） ●森林ゼミ（人工林管理） ●里林班（雑木林管理）

●窯の穴（炭焼師養成講座） ●弘川千年の森（行政との協働事業） ●里山キッズクラブ（子供対象）
　自由参加活動
　　●とんびくらぶ（山遊び・山仕事体験） ●タントンハン（無農薬米作り）

●桜とりすの森（ﾆｭｰﾀｳﾝでの緑化活動） ●里山バザール（里山関連商品のイベントショップ）
　まちづくり・研究活動
　　●ちゃこマネー委員会（炭本位制の地域通貨） ●里山バイオマス事業部（薪炭林のｴﾈﾙｷﾞｰ化研究）
　企画運営･コンサル事業
　　●里山環境教育オフィス（ワークショップ等の受託事業）　　●ど組（森林作業請負、炭・薪販売）

連絡先：寺川裕子,〒 584-0024　富田林市若松町4-20-6，TEL/FAX 0721-25-3128

活動紹介）活動紹介）活動紹介）活動紹介）活動紹介） 　石川あすかプランを考える市民連絡会　石川あすかプランを考える市民連絡会　石川あすかプランを考える市民連絡会　石川あすかプランを考える市民連絡会　石川あすかプランを考える市民連絡会

　本市民連絡会は、石川の自然環境を守ることを目的として1994 年に発足しました。
　1999 年からは市民と行政が協働して石川の整備のあり方を考える「石川河川公園自然ゾー
ンワークショップ」に参加し、さまざまな活動を行なっています。

■活動の内容
　　1.「あすかプラン」の見直しを府に要望する：　「石川あすかプラン」を見直し、環境保全・自然保護

　の観点を大きく取り入れるよう、大阪府及び関係市町村に要望する。
　　2.河川管理のあり方を学習する：　河川管理のあり方や自然環境保全などについて学習する。
　　3.生物調査に基づき提言する：石川に生息する生物の調査を行い、石川の自然保護について提言する。
　　4.周辺住民の意見を聞く：　石川周辺住民をはじめ、多くの人々の意見を聞き、くらしを考え、自然

　を守る立場から、要望や提言に反映させる。
　　5.市民参加のあり方を研究する：　市民が参加できる河川公園のあり方について研究する。
　　6.多くの人に賛同を呼びかける：　より多くの人々に、私たち
　　　　の考えを宣伝し、賛同を呼びかける。

　また「石川自然クラブ」では、石川を学び、石川で遊
び、石川の自然を守り育てる活動として、生きもの調査
やイベント、石川流域フォーラムの開催、石川こども自
然隊などを展開しています。

連絡先：笠原英俊,〒584-0086　富田林市津々山台1-5-1，TEL/FAX 0721-29-7894

「石川流域フォーラム2006」のようす→

竜泉の果樹園での草刈り→
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　　今年度は特に上記の活動は行わなかったが、１２月３日(土)　奥の谷で１年を締めくく
る納山祭を開催した。当日はＮＩＣＥの週末キャンプと重なったため、たき火を囲み楽し
く交流した。これからも交流を深め、国際ワークキャンプへの参加・協力も進めてゆきた
い。（写真：左）

　　スケッチハイキング（二上山 4/24）、清掃登山（金剛山 6/5）、夏山（鹿島槍 7/18 ～ 31）、
　障害者登山（金剛山 9 / 1 8）、日帰りハイキング（剣尾山ほか）、冬山（比良・武奈ガ岳）な
　ど。

 清掃登山（金剛山）の様子 

活動紹介）活動紹介）活動紹介）活動紹介）活動紹介）                                                                 竜泉竜泉竜泉竜泉竜泉・・・・・里山クラブ里山クラブ里山クラブ里山クラブ里山クラブ 38

  竜泉・里山クラブは「遊び心を持って楽しみながら活動す
る。自己責任に於いて体力に合った活動をする」をコンセプ
トとして、自然環境保全と地球温暖化防止活動、里山の保全
と資源の循環型利用、地域との交流をより広く深く進める、
地域の子供達に自然との関りかたを知ることにより、自然
環境教育に役立てる。
活動内容　竹林及び雑木林の間伐と下草刈り、　植樹、竹
炭・木炭焼き、竹酢液・
木酢液作り、蜜柑農園

手伝い、竹工芸、自然材での工作、椎茸栽培、自然環
境保全に関する講座及び体験学習。
主な設備　竹窯 2 基、土窯 1 基、蒸留設備 1 基、風力
発電設備、（出力 1．5kw）1 基、雨水浄化設備、粉炭機
1 基。
最近の活動　宝塚地域の子供達による体験学習 3 5 名
（竹切、炭焼、豚汁、竹飯盆、蜜柑刈り）東條小学校の
児童 7 0 名によるクヌギの植樹（2 0 0 本）。
活動日　毎週水曜日・土曜日　9．3 0 ～ 3．0 0
連絡先　072・866・0995 藤田　貞夫 0721・29・5043 松原　安茂

活動紹介）活動紹介）活動紹介）活動紹介）活動紹介）                    　　　　　          富田林勤労者山岳会富田林勤労者山岳会富田林勤労者山岳会富田林勤労者山岳会富田林勤労者山岳会「「「「「嶽嶽嶽嶽嶽ののののの会会会会会」」」」」

手造りの風力発電

子どもたちと
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活動紹介）活動紹介）活動紹介）活動紹介）活動紹介）               ＮＩＣＥＮＩＣＥＮＩＣＥＮＩＣＥＮＩＣＥ（（（（（国国国国国際際際際際ワワワワワーーーーークククククキキキキキャャャャャンンンンンプププププセセセセセンンンンンタタタタターーーーー）））））

　国際ワークキャンプとは、世界の若者が２～３週間一緒に生活しながら、地域の住民と一緒に環境保護・福祉・農村開発に取り組む国際ボランティ
ア事業です。ナイスでは日本・東南アジアで年間約50 回の国際ワークキャンプを主催。05 年は日本人約700 人を海外のワークキャンプへ派遣しました。
　富田林では1999 年から毎年夏に実施し、2005 年で無事７年目を無事終了することができました。
05年は7/30 ～8/13 で行い、（7/30 ～8/4 は太子で作業したため、実際には8/5 ～13）全日程参加が11人、（日本人４人、韓国３人、ドイツ１人、スペ
イン１人、アメリカ２人）部分参加15 人。地元参加130 人が参加し、里山整備に取り組みました。また、ワーク以外の活動といたしまして、ホームス
テイ、座談会（田淵さんに里山についてプレゼンをしていただき、各国の状況や意見を交換）、交流会等を行いました。今年も大きな怪我もなく、無事
終えることができたのは『富田林の自然を守る会』を初め、協議会の皆様のおかげです。ありがとうございました。
週末には週末ワークキャンプ以外にも、プレワークキャンプ・NICE の季節合宿といった活動を富田林で開催させていただきました。普段は里山整備

や環境問題にあまり関心がない人達が興味を持つきっかけができたり、各自がそれぞれの発見をできたりしたのも富田林の素晴らしい環境と『富田林
の自然を守る会』の皆様が暖かく受け入れてくださったからです。
この50 年で日本人の生活様式は大きく変化し、里山の存在目的も変化していると思います。しかし今も昔も『里山を活用する』ということに変わり

はないと思います。以前は木を切り、火を炊くという生活の基盤として活用されました。現在は多種多様な植生を守る共通の活動を通して、新しい出
会いの場、文化の伝承、異なる世代間の交流の場として活用されています。国際ワークキャンプや週末ワークキャンプはまさにこのような現在の里山
活用方法を地域の方と実践している活動であると考えています。
これからの富田林
先日、2006 年の年間計画について話しあいました。今年は季節折々の作業に加え、年間を通しての

一貫した作業・目標を持ち参加者や富田林の自然を守る会の皆様にも目に見える成果を残せる様に意
識したいと思っております。このことによって、各回に参加したメンバーの共通の目的や参加者が継
続して参加したいと思うきっかけを作りたいと思っています。
また、今年は８年目の開催になります。これまで富田林での活動を通してたくさんのことを学ばせ

ていただいたメンバーが一同に集まる機会を持ち、よりよい形での活動方法についても話し合いたい
と思っております。

今後ともよろしくお願いいたします。

国際ワークキャンプ 2 0 0 5

活動紹介）活動紹介）活動紹介）活動紹介）活動紹介）          　　　　　　　　　　　　　　　     富田林の自然を守る会富田林の自然を守る会富田林の自然を守る会富田林の自然を守る会富田林の自然を守る会

　2 0 0 5 年度は「里山に進入する竹林の管理」をテーマに大阪みどりのトラスト協会から助

成を受けて、奥の谷の入り口に近い雑木林に侵入してきているモウソウチクの伐採と竹を

使った工作などを中心に活動しました。富田林の自然を守る市民運動協議会(協議会)の「里

山の暮らし学習講座｣ も竹をテーマに取り組まれました。また、協議会主催で行われた自然

観察会、里山保全作業（富田林里山ホリデー）、昆虫観察会や里山クラフトなどを主体的に

取り組みなした。

　協議会の活動以外の取り組みとしては、国際ワークキャンプ（ＮＩＣＥと共済）の開催、

ＮＩＣＥ週末キャンプ・地域の子供会の活動や保育園の

遠足・大阪自然環境保全協会が主催する自然環境市民大

学などの受け入れ、水利組合に協力しての溜池の土手の

草刈り、炭焼窯の屋根の建築などを行いました。また、

協議会によって、奥の谷小屋に太陽光発電装置が設置さ

れました。

　連絡先：田渕武夫
　　　　　〒 584-0024　富田林市若松町4-16-21
　　　　　TEL/FAX　0721-24-7960 水の生きもの池で遊ぶ保育園児
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　本講座は私に
とって大変有意
義な活動であり
ました。
　竹の管理：竹は
竹の子の太さの
ままで、その年一
年で成長してし
まうという事を

60 年の人生で始めて知りました。
　竹炭焼き：竜泉クラブの活動を、風力発電、雨水
の浄化、竹炭窯とその作業の体験は貴重でした。
竹カゴ制作：竹カゴの基本の亀の甲を編む作業では
自作品をお土産にいただきました。
どんど焼き：地域の生活文化をも守る、子どもの参
加で、皆んなで大きな炎を囲み、臼と杵のおもちを
食べて良かった。
　竹工作では、私は“竹ボラ”をお土産にいただき
ました。今もときどき“けいこ”して、時には単発
で鳴らせます。もっともっと安定して、鳴らせるよ
うに頑張っています。
　人びとの生活様式の変化で、雑木林や、自然の豊
かさが守れないのではなく、これまでと違った形で
里山の生活が続けられるようにと、自然に親しむ、
楽しめる努力がなされている事に敬意を払います。

小林又七

2 0 0 52 0 0 52 0 0 52 0 0 52 0 0 5 年度　第年度　第年度　第年度　第年度　第 44444 回里山の暮らし学習講座　受講者の感想回里山の暮らし学習講座　受講者の感想回里山の暮らし学習講座　受講者の感想回里山の暮らし学習講座　受講者の感想回里山の暮らし学習講座　受講者の感想

　竹を切る時期、樹齢の測定方法、いつまでも皮が
付いているのが笹類であること、地下茎が 1 年に３
ｍも伸びることなど身近な竹のことについて知らな
いことばかりでした。
　竹籠づくりでは手が思うように動かず、家でゆっ
くりやろうと持ち帰った材料が手づかずで残ってい
ますが、なるべく早く仕上げたいと思っています。
　一方、何とかならないかととりあえず持ち帰った
竹やみかんの木が、皮をむきニスで仕上げたところ
立派な花生けや置物になりました。
　また、作業後の豚汁、どんど焼きの後のお餅と雑
煮、暖炉を囲んでの懇親会などは参加者の親睦も随
分深まったと思います。

奥井正孝

　守る会の方々は、代表を始め全てのメンバー
が何らかの得意技（わざ）をお持ちのようで、そ
のノウハウがうまくかみ合って運営されている
と感じます。自然への感謝と遊び心を子どもの
ような純な好奇心で包んで活動されている。大
変楽しくやってらっしゃると拝見させて頂いた
次第です。

竹村紫朗

　今全国で雑木林やスギ・ヒノキ林等にかかわら
ず放置林に大規模に竹が侵入してきています。伊藤
孝美先生（大阪府立食とみどりの総合技術セン
ター）の講義では竹の種類の多さにびっくりし、侵
入速度にも新しい発見がありました。また、圧蜜土
壌や水路、遮蔽版による侵入阻止が出来ることや竹
の利用について学びました。竹は退治することのみ
を考えるより、竹の子や竹細工など大いに利用する
文化を育てることの大事さを学びました。
　竹篭づくりでは、中谷利治先生が、私達が何回も
同じことを失敗するにもかかわらず、何回もていね
いに教えていただきました。手にまだその時の感触
が残っています。
　楽器づくりでは、竹にスリットを入れてスーパー
ボールを竹棒の先につけたバーでたたくと、東南ア
ジアやインドネシア風の音がして感動ものでした。
最後の回の竹ごはんはほんとにびっくりで、こんな
においしいものがある、又、おこげが最高でした。
　竹を切り、竹を利用し、生活の中に竹がある。竹
を見直すいいきっかけになりました。ありがとうご
ざいました。
　竹に関することでは、大阪府環境農林水産部の
“竹やぶを竹林に
するために”とい
うホームページ
からダウンロー
ドできます。是非
みて下さい。おす
すめです。

市川悦久

　富田林の自然を守る市民運動協議会は、第4 回の里山講座として、「竹を知る･学ぶ、使う･作る、食べ
る・遊ぶ」をテーマに「里山の暮らし学習講座」を行いました。講座は2005 年 11 月より 2006 年 2 月ま
で全 5 回で行われました（講座の内容はｐ . を参照）。受講者の方々から下記の感想が寄せられました。

竹について学ぶ

カゴ作り
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平成１７年度 富田林の自然を守る市民運動協議会 事業報告 

 

１．役員会（場所＝市役所会議室） 

①４月１３日（水）、②５月１８日（水）、③６月１４日（火）、④７月２０日（水）、 

⑤８月１７日（水）、臨時８月２５日（木）、⑥９月１４日（水）、⑦１０月１９日（水）、 

⑧１１月１６日（水）、⑨１２月１４日（水）、⑩１月１８日（水）、⑪２月２２日（水）、 

⑫３月１５日（水）、総会３月２９日（水） 

 

２．自然環境保全の活動 

◆里山管理作業 「富田林里山ホリデー」  

午前１０時～午後３時 奥の谷 参加人数 

①  ５月２１日（土） ２１人

②  ６月２５日（土） １２人

③  ９月１７日（土） １７人

④ １０月２３日（日） １５人

⑤ １１月１２日（土）  ８人

⑥ １２月 ３日（土） 中止（役員５人とＮＩＣＥ１０人で作業）

⑦  １月２１日（土） 里山の暮し学習講座と合流   ２５人

⑧  ２月 ４日（土） ７人

⑨  ３月１１日（土） １５人

⑩  ３月２５日（土） １３人

◆草地管理作業・自然観察路の整備 ７月２日（土）午前１０時～午後３時 奥の谷 

  中止 

◆生きもの水辺づくり ６月５日（日）午前１０時～午後３時 奥の谷  

参加人数２１人 

 

３．自然環境の観察会について 

場 所 ①嶽山、②③④⑤奥の谷、⑥和泉葛城山 

時 間 ①⑥１０時～３時、②③⑤９時～１時、④３時～９時 
参加人数 

① ４月１０日（日）自然観察会 １３人

② ５月 ８日（日）自然観察会 １２人

③ ６月１８日（土）自然観察会 １４人

④ ７月１６日（土）昆虫ウォッチング １２人

⑤ ９月１１日（日）自然観察会 １７人

⑥１０月２９日（土）自然観察会 雨天のため中止 
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４．自然環境の講座について 

①  ４月２９日（祝・金）春の野草を食べる会 午前１０時～３時 奥の谷 

参加人数４６人 

② １１月２３日（祝・水）自然クラフト（つる細工） 午前１０時～３時 奥の谷 

参加人数２４人 

③ １０月～２月 全５回開催 里山の暮し学習講座 

 

５．国際ワークキャンプへの参加 

 ８月５日～８月１３日富田林市 ８月６日（土）歓迎会 

参加人数スタッフのべ３０人、日本人青年４人、外国人７人 

（韓国３人、アメリカ２人、ドイツ１人、スペイン１人） 

作業内容、約６０本の間伐と階段づくり 

 

６．交流会 

  忘年会     １２月１７日（土） 午前１０時～午後３時 奥の谷 

新年会（どんど） １月１４日（土）を２１日（土）に延期 午前１０時～午後３時 奥の谷 

※新年会は、里山の暮し学習講座と交流して実施。 

 

７．冊子「富田林の自然」発行 

 

８．自然環境活用調査 その４ 奥の谷・南原モデル地区における将来プランの具体化 

日 時 内     容 報   告 

１１月 

１３日（日） 

午前１０時～１２時 

場所：市役所４０１会議室 開校式 

竹の管理 講師：伊藤孝美（大阪府立食とみど

りの総合技術 C.みどり環境部.主任研究員） 

午後１時～３時 

場所：彼方（奥の谷） 

竹林の観察 

参加人数 １５人 

 

１２月 

４日（日） 

 

午前１０時～午後３時 場所：嶽山中腹 

竹炭焼き 講師：竜泉里山クラブ  

午後４時～７時 交流会（別途、交流会費が必要、夕食を含む）（自由参加） 

参加人数 １９人 

 

１２月 

１１日（日） 

午前１０時～１２時 

場所：（竜泉）嶽山中腹 

竹炭焼き 講師：竜泉里山クラブ 

午後１時～３時 

場所：市役所４０１会議室 

竹籠づくり 講師：中谷利治 

参加人数 １３人 

 

１月 

１４日（土）

を２１日（土）

に延期 

午前１０時～午後３時 

場所：彼方（奥の谷） 

とんど焼き、もちつき、竹細工（楽器） 講師：太田洋子 

参加人数 ４人 

 

２月 

２６日（日） 

 

午前１０時～１２時 

場所：彼方（奥の谷） 

竹ごはん、竹大工 講師：嶋中雅章

午後１時～３時 

場所：彼方（奥の谷） 

討論会・閉校式 

参加人数 １５人 
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No
.

種
　
名

科
名

原
産

1
年
草
or

多
年
草

奥
の
谷
周
辺

で
の
開
花
期

秋
-4
5

リ
ュ
ウ
ノ
ウ
ギ
ク

キ
ク

在
来
種

多
年
草

10
～
11
月

PH
OT
O

by
Ta
bu
ch
i

PH
OT
O

by
Ta
bu
ch
i

コ
ス
ミ
レ

ホ
ウ
チ
ャ
ク
ソ
ウ

PH
OT
O

by
Ta
bu
ch
i

ミ
ゾ
カ
ク
シ

PH
OT
O

by
Ta
bu
ch
i

ム
ラ
サ
キ
ニ
ガ
ナ

PH
OT
O

by
Ta
bu
ch
i

No
.

種
　
名

科
名

原
産

高
木
or

低
木

奥
の
谷
周
辺

で
の
開
花
期

PH
OT
O

by
Ta
bu
ch
i

PH
OT
O

by
Ta
bu
ch
i

PH
OT
O

by
Ta
bu
ch
i

PH
OT
O

by
Ta
bu
ch
i

ウ
ツ
ギ

ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ

オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ

ヤ
マ
ザ
ク
ラ

PH
OT
O

by
Ta
bu
ch
i

ガ
マ
ズ
ミ

日
当
た
り
の
良
い
山
地
に
生
え
る
多
年
草
。
高
さ

40
-8
0c
m。
葉
の
上
面
は
緑
色
、
裏
面
は
灰
白
色
で
密

毛
が
あ
る
。
茎
葉
に
揮
発
油
を
含
み
、
そ
の
香
り
が

龍
脳
に
似
る
と
い
う
の
で
こ
の
名
が
あ
る
。
奥
の
谷

周
辺
で
は
ま
れ
で
あ
る
。

日
当
た
り
の
良
い
山
野
に
生
え
る
多
年
草
。
高
さ

40
-8
0c
m。
葉
は
数
多
く
、
長
さ
2
－
5c
m、
幅
1.
5-

3c
m。
花
は
大
き
く
、
淡
藍
紫
色
。
本
州
、
四
国
、
九

州
に
分
布
。
奥
の
谷
の
山
の
細
い
道
縁
で
よ
く
見
か

け
る
。

ス
ミ
レ

在
来
種

多
年
草

4
月

ユ
リ

在
来
種

多
年
草

4
月

林
の
中
、
や
ぶ
か
げ
な
ど
日
陰
に
生
え
る
多
年
草
。

高
さ
30
-5
0c
m。
葉
は
長
さ
7
－
11
cm
、
柄
は
な
く

無
毛
。
花
被
片
は
基
部
が
小
さ
な
袋
状
に
な
り
蜜
が

た
ま
る
。
下
半
分
は
白
色
、
上
半
分
は
淡
緑
色
。
奥

の
谷
周
辺
で
は
あ
ま
り
多
く
は
な
い
が
、
群
生
地
が

あ
る
。
日
本
全
土
に
分
布
。

キ
キ
ョ
ウ

在
来
種

多
年
草

休
耕
田
や
用
水
路
の
脇
な
ど
に
生
え
る
多
年
草
。
茎

は
細
く
、
根
を
出
し
な
が
ら
地
を
這
い
、
先
だ
け
が

立
ち
上
が
る
。
葉
は
長
さ
1－
2c
m、
花
冠
は
白
色
ま

た
は
淡
紅
色
。
花
期
は
6-
10
月
。
開
花
初
期
は
雄
性

期
で
、
花
粉
が
無
く
な
る
と
雌
し
べ
が
の
び
て
雌
性

期
と
な
り
、
花
が
性
転
換
す
る
。
日
本
全
土
に
分
布
。

9
月

山
の
木
陰
に
生
え
る
多
年
草
。
高
さ
70
-1
20
cm
。
葉

は
下
部
の
も
の
は
羽
裂
す
る
が
上
部
の
も
の
は
披
針

形
。
花
は
径
10
mm
、
花
冠
は
紫
色
。
花
期
は
6-
8
月
。

本
州
、
四
国
、
九
州
に
分
布
。
奥
の
谷
で
は
ス
ギ
ヒ

ノ
キ
林
の
林
床
に
よ
く
見
ら
れ
る
。

キ
ク

在
来
種

多
年
草

6-
7
月

山
野
に
普
通
に
見
ら
れ
る
小
低
木
。
高
さ
1.
5-
2m
。

生
け
垣
や
庭
木
と
し
て
も
よ
く
植
え
ら
れ
て
い
る
。

別
名
ウ
ノ
ハ
ナ
。
白
い
花
が
密
に
垂
れ
下
が
っ
て
咲

く
。
北
海
道
、
本
州
、
四
国
、
九
州
に
分
布
。
奥
の

谷
で
は
休
耕
田
の
中
な
ど
に
よ
く
見
ら
れ
る
。

ユ
キ
ノ
シ
タ

在
来
種

5
月

落
葉
低
木

バ
ラ

在
来
種

落
葉
高
木

4-
5
月

高
さ
20
m、
胸
高
直
径
60
cm
に
な
る
。
樹
皮
は
暗
紫

褐
色
で
横
に
長
い
皮
目
が
あ
る
。
本
年
枝
の
先
端
に

6-
8c
m
の
総
状
花
序
を
出
す
。
前
年
枝
は
黒
紫
色
で

光
沢
が
あ
る
。
緑
色
の
幼
果
を
塩
漬
に
す
る
。
北
海

道
、
本
州
、
四
国
、
九
州
に
分
布
。
奥
の
谷
で
は
雑

木
林
に
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
よ
り
遅
れ
て
咲
く
。

バ
ラ

在
来
種

落
葉
高
木

4
月

伊
豆
諸
島
に
自
生
す
る
。
高
さ
8-
10
m
に
な
る
。
鮮
緑
色
の

新
葉
と
と
も
に
白
く
て
香
り
の
あ
る
花
が
3-
4
個
散
房
状
に

咲
く
。
果
実
は
球
形
で
紫
黒
色
に
熟
す
。
葉
は
塩
漬
け
に
し

て
桜
餅
に
使
う
。
奥
の
谷
で
は
雑
木
林
に
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
に
混

じ
っ
て
咲
く
。
分
布
は
伊
豆
諸
島
と
な
っ
て
い
る
が
、
花
の

特
徴
か
ら
は
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
と
思
わ
れ
る
。

バ
ラ

在
来
種

落
葉
高
木

4
月

高
さ
10
-2
5m
に
な
る
。
新
芽
は
赤
、
茶
色
、
黄
色
、

緑
色
な
ど
変
異
が
多
い
。
葉
柄
の
上
部
に
2
個
の
腺

点
が
あ
る
。
白
色
ま
た
は
淡
紅
白
色
の
花
が
2-
5
個

散
房
状
に
咲
く
。
果
実
は
球
形
で
黒
紫
色
に
熟
す
。

本
州
、
四
国
、
九
州
に
分
布
。
奥
の
谷
で
は
雑
木
林

に
多
く
見
ら
れ
る
。

5-
6
月

ス
イ
カ
ズ
ラ

在
来
種

落
葉
低
木

高
さ
2-
4m
に
な
る
。
本
年
枝
の
先
端
か
ら
散
房
花
序

を
出
し
て
、
小
さ
な
白
い
花
が
多
数
咲
く
。
果
実
は

6-
6.
5m
m
の
や
や
扁
平
な
卵
状
楕
円
形
で
、
9-
10
月

に
赤
く
熟
し
、
食
べ
ら
れ
る
。
北
海
道
、
本
州
、
四

国
、
九
州
に
分
布
。
奥
の
谷
で
は
雑
木
林
の
林
縁
や

林
内
に
見
ら
れ
る
。

奥
の
谷
花
ご
よ
み
（
追
加
）
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No
.

種
　
名

科
名

原
産

奥
の
谷
周
辺

で
の
開
花
期

ザ
イ
フ
リ
ボ
ク

PH
OT
O

by
Ta
bu
ch
i

PH
OT
O

by
Ta
bu
ch
i

ノ
イ
バ
ラ

マ
ル
バ
ウ
ツ
ギ

PH
OT
O

by
Ta
bu
ch
i

PH
OT
O

by
Ta
bu
ch
i

コ
バ
ノ
ガ
マ
ズ
ミ

コ
バ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ

PH
OT
O

by
Ta
bu
ch
i

ヤ
マ
ツ
ツ
ジ

モ
チ
ツ
ツ
ジ

No
.

種
　
名

科
名

原
産

奥
の
谷
周
辺

で
の
開
花
期

PH
OT
O

by
Ta
bu
ch
i

PH
OT
O

by
Ta
bu
ch
i

PH
OT
O

by
Ta
bu
ch
i

ヒ
サ
カ
キ

バ
ラ

在
来
種

落
葉
小
高
木

4
月

高
さ
10
m
に
な
る
。
は
じ
め
は
葉
の
両
面
、
特
に
裏

面
に
綿
毛
が
多
い
が
、
後
に
無
毛
と
な
る
。
枝
先
に

白
い
花
が
密
集
し
て
咲
く
。
本
州
、
四
国
、
九
州
に

分
布
。
奥
の
谷
で
は
雑
木
林
見
ら
れ
る
が
、
多
く
は

な
い
。

在
来
種

落
葉
低
木

5
月

日
当
た
り
の
い
い
山
地
に
は
え
、
高
さ
1.
5m
に
な

る
。
円
錐
花
序
に
小
さ
い
白
い
花
を
多
数
開
く
。
本

州
、
四
国
、
九
州
に
分
布
。
奥
の
谷
で
は
農
道
沿
い

の
林
縁
に
多
く
見
ら
れ
る
。
ウ
ツ
ギ
よ
り
少
し
早
く

開
花
す
る
。

ユ
キ
ノ
シ
タ

在
来
種

落
葉
低
木

5
月

バ
ラ

山
野
に
普
通
に
生
え
、
高
さ
2m
に
な
る
。
枝
に
鋭
い

と
げ
が
多
い
。
葉
は
奇
数
羽
状
複
葉
。
枝
先
の
円
錐

花
序
に
芳
香
の
あ
る
白
い
花
が
多
数
咲
く
。
果
実
は

球
形
で
赤
く
熟
し
、
薬
用
と
な
る
。
北
海
道
、
本
州
、

四
国
、
九
州
に
分
布
。
奥
の
谷
で
は
休
耕
田
の
中
や

林
縁
に
多
く
見
ら
れ
る
。

4-
5
月

ス
イ
カ
ズ
ラ

在
来
種

落
葉
低
木

山
地
に
は
え
、
高
さ
2-
4m
に
な
る
。
本
年
枝
の
先
に

散
房
花
序
を
出
し
て
、小
さ
い
白
い
花
を
多
数
開
く
。

果
実
は
長
さ
6-
7m
の
扁
平
な
卵
球
形
で
、
9-
10
月
に

赤
く
熟
す
。
本
州
、
四
国
、
九
州
に
分
布
。
奥
の
谷

で
は
農
道
沿
い
の
林
縁
、
雑
木
林
の
林
内
に
多
く
見

ら
れ
る
。

4
月

ツ
ツ
ジ

在
来
種

落
葉
低
木

山
地
に
は
え
、
高
さ
2-
3m
に
な
る
。
葉
に
先
立
っ
て
、

枝
先
の
頂
芽
か
ら
紅
紫
色
の
花
が
咲
く
。
春
の
雑
木

林
を
美
し
く
彩
る
、
里
山
の
代
表
的
な
花
木
。
本
州
、

四
国
、
九
州
に
分
布
。
奥
の
谷
で
は
、
雑
木
林
の
林

内
に
見
ら
れ
る
が
多
く
は
な
い
。

4
月

ツ
ツ
ジ

在
来
種

半
落
葉
低
木

山
地
に
は
え
、
高
さ
1-
4m
に
な
る
。
夏
秋
葉
は
春
葉

よ
り
小
さ
く
冬
を
越
す
。
枝
先
に
朱
赤
色
の
花
を
咲

か
す
。
下
樵
り
さ
れ
た
後
に
出
る
幼
木
に
も
花
を
付

け
る
。
北
海
道
、
本
州
、
四
国
、
九
州
に
分
布
。
奥

の
谷
で
は
雑
木
林
の
林
内
に
見
ら
れ
る
が
多
く
は
な

い
。

高
木
or

低
木

高
木
or

低
木

5
月

ツ
ツ
ジ

在
来
種

常
緑
低
木

山
地
に
は
え
、
高
さ
1-
2m
に
な
る
。
若
枝
、
花
柄
、

萼
片
、
果
実
に
は
腺
毛
が
多
く
ね
ば
ね
ば
す
る
。
淡

紅
紫
色
の
花
が
1-
5
個
散
形
状
に
咲
く
。
本
州
、
四

国
に
分
布
。
奥
の
谷
で
は
農
道
や
山
道
の
林
縁
部
に

普
通
に
見
ら
れ
る
。

ツ
バ
キ

在
来
種

常
緑
小
高
木

3-
4
月

山
地
に
は
え
、
高
さ
4-
8m
に
な
る
。
葉
腋
に
5-
6m
m
の
芳
香

の
強
い
白
い
花
を
束
生
す
る
。
仏
花
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

ヒ
サ
カ
キ
は
非
榊
の
意
味
。
落
葉
広
葉
樹
林
か
ら
照
葉
樹
林

へ
の
遷
移
の
初
期
の
段
階
に
多
く
、
里
山
の
林
床
を
暗
く
す

る
代
表
的
な
樹
種
。
本
州
、
四
国
、
九
州
、
沖
縄
に
分
布
。
奥

の
谷
で
は
未
整
備
の
雑
木
林
に
密
生
し
て
い
る
。
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